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群 馬 森 林 管 理 署 松 井 田 森 林 事 務 所 （ 松 井

田・細野担当区）は群馬県安中市及び富岡市

内の国有林野約 7,600ha を管轄しており、

そ の 大 部 分 が 安 中 市 の 旧 松 井 田 町 に あ り ま

す。  

細 野 担 当 区 内 に は ス ギ や ヒ ノ キ を 始 め と

した人工林が多く、造林や生産、収穫等の事

業 が 盛 ん に 行 わ れ て い ま す 。 林 道 も 高 密 度

に 開 設 さ れ て お り 、 そ の 維 持 管 理 も 欠 か せ

ません。一方、管内にはオオタカ等の 猛禽類
もうきんるい

が 確 認 さ れ て お り 、 生 息 に 配 慮 し た 施 業 も

行われています。  

松 井 田 担 当 区 内 に は 、 上 毛 三 山 の 一 つ で

あり奇岩・怪石で知られる「 妙義
みょうぎ

山」、某小

説の舞台となった秘湯「 霧積
きりづみ

温泉」があるほ

か、江戸時代の「中山道」、近代以降は鉄道・

国 道 に よ り 人 の 往 来 が 盛 ん で あ っ た 「 碓氷
う す い

峠」があります。天然林が広がり新緑や紅葉

が 美 し く 、 ド ラ イ ブ や ハ イ キ ン グ で 多 く の

観 光 客 が 訪 れ ま す 。 中 山 道 脇 の 史 跡 や 茶 屋

跡、廃線となった「旧信越本線跡」など、自

然 の 中 に 溶 け 込 ん だ か つ て の 名 残 を 随 所 に

感じることができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅 間 山 を 望 む 当 地 は 軽 石 混 じ り の 土 で 、

林 内 斜 面 を 歩 く の も 大 変 と い っ た 現 場 も 多

くあります。このような環境ですが、立派に

成 林 さ れ た 人 工 林 が あ り 、 先 人 の 労 苦 に は

敬服します。「小根山森林公園」には、明治

期 よ り 日 本 各 地 や 外 国 産 の 樹 種 が 植 え ら れ

試 験 研 究 が 行 わ れ て き て 、 現 在 は 見 本 林 と

し て 管 理 さ れ て い ま す 。 当 地 で は 見 な い 珍

し い 樹 種 も 植 え ら れ て お り 興 味 深 い も の が

あります。また遊歩道 が 整備され、広く一般

に 開 放 さ れ た 野 鳥 観 察 の 森 と な っ て い ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 在 、 松 井 田 森 林 事 務 所 は 隣 の 倉 渕 森 林

事務所（高崎市）との合同森林事務所となっ

て い ま す 。 協 力 し な が ら 業 務 を 進 め ら れ る

一方、地元（富岡市・安中市）とのつながり

や 対 応 で は 遠 隔 地 な ら で は の 課 題 を 感 じ て

い る と こ ろ で す 。 現 場 最 前 線 の 森 林 事 務 所

として、現場や地域をよく把握すること、境

界 管 理 や 林 野 等 の 巡 視 、 各 種 事 業 の 実 行 監

督 に 努 め 、 し っ か り と 管 内 国 有 林 野 を 引 き

継いでいきたいと思います。  

 

 

 

 

群馬森林管理署 松井田森林事務所 首席森林官（松井田・細野）鶴田  直人  

 

発行所：関東森林管理局  編集：総務課  ☎027-210-1158 


